
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

45,645,830平均値 62.5 59.9 65.4 65.7 65.0平均値 45.5 45.8 48.9 50.3 49.8

当該値 51.9 53.8 55.9 58.2 60.7
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当該値 40,958,994 40,815,100当該値 67.6 69.9 73.4 74.7 77.7

H26 H27 H28

　近年の医師数の減少や診療報酬のマイナス改定
等、年々収益を維持確保することが難しくなるな
かで、継続的かつ安定した医療を提供していくた
めに、健全な事業運営を目指すことが必要不可欠
である。地域医療構想や今年度に策定した新公立
病院改革プランによる地域における役割分担を考
慮しつつ、経営改善に取り組むことが求められ
る。
　そのため、施設基準の取得による診療報酬算定
の強化、新入院患者や時間外救急患者の受け入れ
拡大及びDPCデータ分析による診療科コーディン
グの検討等収益増加に繋がる取り組みを進める一
方、材料費や経費等変動性が大きく費用に占める
割合の大きい費用のコスト削減を行い、収益確保
と費用削減の両面において経営改善に取り組み、
地域に必要とされる医療を提供する体制づくりを
目指す。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

41,194,143 41,698,769 41,636,691

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 39,169,586 40,264,615 41,593,368 42,578,034

全体総括

平均値 22.7 23.2 23.2 23.9 23.8平均値 54.0 54.0 55.6 54.8 55.8

26.6当該値 50.4 50.9 55.7 50.7 47.5

平均値 45,929

当該値 26.3 27.3当該値 12,806 12,879 13,430 14,686 15,10041,978 41,907 24.6 25.9当該値 43,303

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,409 11,941 12,272 13,096 13,55250,413 50,510

2. 老朽化の状況について

　今年度は緊急の停電時においても安定した医療
行為が行えるよう無停電電源装置の更新を行うと
ともに、耐用年数を経過したマンモグラフィーや
脳神経外科手術用顕微鏡をはじめとする各種医療
機器の更新を行った。
　しかしながら、築30年余が経過し施設・設備の
老朽化が進んでおり、①及び②が示すとおりそれ
ぞれの減価償却率が上昇し、類似団体や全国平均
を上回る結果となり、③に示すとおり１床当たり
有形固定資産は類似団体や全国平均を大きく下
回っている。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

48,203 48,921

71.3 72.6

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

89.1 85.3 80.7 73.1 76.3 平均値92.6 92.2 90.2 91.1 90.1 平均値 70.5 70.6

43,855 41,811

50.6 54.8

平均値 99.4 99.0 97.7 98.0 97.2 平均値

83.0 80.1 72.4 当該値 54.4 51.289.1 93.7 99.8 当該値 60.9 64.8

70.6

当該値 99.5 97.4 92.9 97.1 101.4 当該値 95.2 93.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　前年度に比べ入院患者、外来患者ともに増加し
たことから増収となり、その結果、①、②に示す
とおりそれぞれの収支比率が前年度を大きく上回
り、類似団体、全国平均よりも高水準となった。
　しかし、収益に比例して材料費の支出も増加
し、⑧に示すとおり材料費対医業収益比率は前年
度を上回った。
　その一方で、固定経費である人件費は僅かに増
加したものの収益の伸び率が上回ったことから、
⑦に示すとおり職員給与費対医業収益比率は前年
度に比べ3ポイント以上改善した。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

46.4

239

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　土岐市病院事業は土岐市立総合病院、土岐市老
人保健施設やすらぎ及び土岐市国民健康保険駄知
診療所で構成されている。その中心となる土岐市
立総合病院は、土岐市及び瑞浪市の二次救急医療
圏の基幹病院として地域の急性期医療、救急医療
を担うとともに、回復期医療にも対応するなど、
地域の方々に必要とされる医療を提供することを
目指している。

59,479 23,807 非該当 ７：１ 239 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 25 対象 ド 透 I 未 訓 救 臨 輪 - - 350

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 350

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県土岐市　土岐市立総合病院・駄知診療所

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％) 
【74.2】 
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③累積欠損金比率(％) 
【63.6】 
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②医業収支比率(％) 
【89.5】 
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①経常収支比率(％) 
【98.4】 
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①有形固定資産減価償却率(％) 
【50.7】 
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②機械備品減価償却率(％) 
【65.7】 
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③１床当たり有形固定資産(円) 
【44,050,160】 
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⑧材料費対医業収益比率(％) 
【24.1】 
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⑦職員給与費対医業収益比率(％) 
【55.2】 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

⑥外来患者１人１日当たり収益(円) 
【13,758】 
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円) 
【49,667】 


